
　貴国は、9月9日に5回目の核実験を実施しました。 

　品川区は、1985年に非核平和都市品川宣言を行い、核兵器廃絶と恒

久平和確立を全世界に訴えてきました。 

　核による放射能汚染は全人類、および地球環境にたとえようもない

被害と苦難をもたらすこととなります。 

　ところが、貴国は、累次の国際連合安全保障理事会決議に反して、

核実験を強行しています。 

　この行為は、国際社会の平和と安全に対する重大な脅威となるもので、

断じて許しがたいものであります。 

　よって、品川区議会は、貴国の暴挙に対し、厳重に抗議するとともに、

貴国が世界各国と力を合わせ、恒久平和の実現を目指されることを強

く要請します。 
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須貝　行宏　議員（維・無） 

実質所得が下がるため、消費 
者は節約を強め企業は値下げ 
へ走る。区民代表である議員 
も区長も身を切るべきでは。 

一般質問 

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
っ
て

３
年
９
か
月
た
っ
た
が
、
景
気
や

実
質
賃
金
は
上
昇
す
る
ど
こ
ろ
か

逆
に
経
済
は
悪
化
し
、
生
活
は
厳

し
く
な
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る
議
員
は
、

予
算
の
使
い
方
を
よ
り
厳
し
く
吟

味
す
る
と
と
も
に
、
議
員
数
と
議

員
の
経
費
や
給
与
を
削
減
す
る
な

ど
し
て
、
自
ら
身
を
切
る
べ
き
だ
。
 

区
長
も
同
様
で
、
区
長
の
経
費
や

給
与
を
削
減
す
る
な
ど
、
自
ら
身

を
削
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
見
解

を
。
 

　
区
長
　

特
別
職
の
報
酬
等
は

報
酬
等
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、

そ
の
職
責
等
を
鑑
み
、
議
会
の
議

決
に
よ
り
条
例
を
も
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
費
に
つ
い

て
は
、
必
要
最
小
限
の
経
費
を
予

算
計
上
し
、
執
行
し
て
い
る
。
区

議
会
議
員
の
議
員
数
や
そ
の
他
経

費
は
、
区
議
会
の
自
立
性
の
観
点

か
ら
、
ま
ず
は
区
議
会
で
検
討
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
 

 

リ
オ
に
続
い
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
へ
、

品
川
区
議
4
名
派
遣
は
や
め
る
べ

き
だ
 

 　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
友
好
憲
章
締

結
２５
周
年
記
念
に
伴
い
ス
イ
ス
の

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
に
公
式
訪
問
団
を

派
遣
し
た
が
、
な
ぜ
区
長
は
議
長

と
議
員
４
名
に
同
行
を
要
請
し
た

の
か
。

２５
年
間
に
わ
た
る
交
流

の
間
に
、
世
界
や
日
本
の
経
済
状

況
は
著
し
く
変
わ
り
、
悪
化
傾
向

に
あ
る
。
暮
ら
し
等
に
困
っ
て
い

る
区
民
も
増
え
る
一
方
な
の
に
、

品
川
区
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
と
の
友

好
憲
章
締
結
２５
周
年
記
念
の
祝
賀

行
事
に
参
加
す
る
と
は
い
え
、
区

長
、
議
員
、
役
人
が
こ
の
儀
礼
的

な
交
流
を
す
る
だ
け
で
800
万
円
も

の
税
金
を
使
っ
て
大
勢
で
押
し
か

け
る
姿
勢
は
改
め
る
べ
き
で
は
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
長
か
ら
の
招
待

な
ら
ば
、
先
方
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市

が
品
川
区
の
公
式
訪
問
団
一
行
の

予
算
の
大
半
を
持
つ
べ
き
で
は
な

い
の
か
。
 

　
地
域
振
興
部
長
　

派
遣
要
請

は
、
品
川
区
民
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市

民
が
こ
れ
ま
で
相
互
に
交
流
し
て

き
た
実
績
を
踏
ま
え
、
区
民
の
代

表
で
あ
る
議
長
と
区
議
会
議
員
４

名
の
同
行
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

だ
。

友
好
憲
章
締
結
５
周
年
記

念
の
訪
問
で
は
、
議
長
の
ほ
か
、

５
名
の
議
員
に
訪
問
団
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
中
止
と

な
っ
た
平
成
１８
年
の
１５
周
年
記
念

公
式
訪
問
の
際
は
、
議
長
と
区
議

会
議
員
６
名
の
派
遣
の
議
決
を
い

た
だ
い
て
い
た
が
、
今
回
は
、
昨

今
の
社
会
経
済
状
況
を
勘
案
し
、

先
方
か
ら
の
招
待
に
礼
を
失
し
な

い
範
囲
で
調
整
し
た
も
の
だ
。
こ

れ
ま
で
と
比
べ
、
最
少
人
数
、
最

短
日
程
と
な
っ
た
が
、
２５
周
年
を

迎
え
た
交
流
の
更
な
る
発
展
が
期

待
で
き
る
、
実
り
多
き
も
の
と
な

っ
た
。

経
費
の
う
ち
、
現
地
滞

在
費
に
つ
い
て
は
、
慣
例
に
よ
り

招
待
側
で
あ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
に

ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

 大
災
害
が
起
き
て
も
聞
こ
え
な
い

役
に
立
た
な
い
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー

の
改
善
を
 

 　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
の
様
々

な
手
段
に
よ
り
災
害
情
報
伝
達
の

対
策
を
し
て
い
る
が
、
大
半
は
停

電
時
や
災
害
直
後
に
は
使
え
な
い
。

停
電
時
を
想
定
す
る
と
、
屋
内
で

も
屋
外
で
も
放
送
内
容
が
聞
き
取

れ
る
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
が
必
要
だ
。

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
は
よ
く
聞
こ
え

な
い
と
の
指
摘
を
受
け
る
が
、
も

っ
と
聞
こ
え
る
範
囲
を
細
か
く
、

町
会
ご
と
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
を
。

停
電

時
で
も
夜
間
の
暗
い
中
で
も
、
避

難
路
が
わ
か
り
や
す
く
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
、
区
内
の
要
所

に
夜
間
の
停
電
に
備
え
た
ソ
ー
ラ

ー
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
避
難
路
灯

の
設
置
が
必
要
で
は
。
 

　
災
害
対
策
担
当
部
長
　

多
様

な
手
段
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
よ
り
確
実
な
情
報
伝
達

が
可
能
に
な
る
よ
う
整
備
を
進
め

て
い
る
。
防
災
行
政
無
線
は
、
広

範
囲
へ
の
情
報
伝
達
を
目
的
と
し

て
い
る
た
め
、
地
域
ご
と
へ
の
細

分
化
し
た
情
報
伝
達
に
は
限
界
が

あ
る
が
、
今
後
の
更
新
に
お
い
て
、

ス
ピ
ー
カ
ー
の
位
置
や
機
器
の
選

定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

災
害
時
の
停
電
に
備
え
、
ソ
ー
ラ

ー
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
照
明
を
木

密
地
域
を
中
心
に
、
防
災
広
場
や

防
災
道
路
の
整
備
に
合
わ
せ
て
２６

基
設
置
し
て
い
る
。
引
き
続
き
防

災
整
備
事
業
の
中
で
設
置
し
て
い

く
。
 

請願・陳情の結果（平成28年第3回定例会） 
品川区議会議長あてに提出された請願・陳情について、 結果をお知らせします。 

付託委員会 

総務委員会 

厚生委員会 

建設委員会 

文教委員会 

議会運営委員会 

行財政改革 
特別委員会 

請願・陳情件名 受理番号 結果※ 

継続審査 

継続審査 

継続審査 

継続審査 

継続審査 

継続審査 

継続審査 

継続審査 

継続審査 

継続審査 

継続審査 

採択 

採択 

不採択 

不採択 

不採択 

不採択 

不採択 

平成28年 
請願　第9号 

平成28年 
請願　第10号 

平成28年 
陳情　第5号 

平成28年 
陳情　第6号 

平成28年 
陳情　第7号 

平成28年 
陳情　第8号 

平成28年 
陳情　第9号 

平成28年 
陳情　第10号 

平成28年 
請願　第11号 

平成28年 
請願　第13号 

平成28年 
請願　第12号 

平成27年 
請願　第14号 

平成27年 
請願　第15号 

平成27年 
請願　第16号 

平成27年 
請願　第19号 

平成27年 
請願　第20号 

平成28年 
請願　第7号 

平成28年 
請願　第8号 

※採択（区議会として、ご希望に賛同します。）　不採択（区議会として、ご希望に賛同しかねます。） 
　継続審査（区議会として、引き続き慎重に審査します。） 

北朝鮮核実験に対する抗議文を送付しました 
朝鮮民主主義人民共和国 
国務委員長 
金　正恩　閣下 

2016年9月12日 
品川区議会議長　大　沢　真　一 

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の 
提出に関する請願 

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の 
提出に関する請願 

受動喫煙防止条例の早期制定に関する陳情 

品川区における、バランスのとれた受動喫煙防止対策を求める 
陳情 

東京都品川区における､バランスのとれた受動喫煙防止対策を 
求める陳情 

品川区における受動喫煙防止に関する陳情 

南大井地域に住む住民の交通不便を解消するためにコミュニティ 
バスの実現を求める陳情 

八潮から昭和大学病院や荏原文化センターに気軽に行けるよう 
コミュニティバスの運行を求める陳情 

ひろまち保育園の公設公営を求める請願 

ひろまち保育園を区直営の保育園にすることを求める請願 

米軍普天間基地及び米軍北部訓練場内ヘリパッド建設に関し 
品川区議会決議を求める請願 

羽田空港の増便計画による品川・八潮上空の飛行中止を求める 
請願 

大型旅客機が品川区上空を飛行することに反対するよう求める 
請願 

大気汚染と環境破壊を進める大型旅客機が品川区上空を飛行す 
ることに反対する請願 

羽田空港の増便により大型旅客機が品川区上空を飛行するルー 
ト案の撤回を求める請願 

羽田空港増便にともなう品川区上空への新飛行ルート設定に 
反対する請願 

羽田空港増便計画による「航空機の都心飛行、品川上空の低空 
飛行ルート計画」を強行しないよう求める請願 

住民の理解が得られない中、平成29年度予算概算要求に、 
新ルート費用を入れないよう品川区として政府に求める請願 

1

1

1

2

2

3

1

1

1

2

2

3

本会議・委員会の日程（予定） 
会 議 名  日　　時 

本　　会　　議 

総　　　務 

区　　　民 

厚　　　生 

建　　　設 

文　　　教 

行財政改革  

オリンピック・ パラリンピック推進 

議会運営委員会  

常
任
委
員
会
 

11月24日（木）午後1時  
11月25日（金）午前10時 
12月 7日（水）午後1時 

特
別
委
員
会
 

11月28日（月）午前10時 
11月29日（火）午前10時 

11月22日（火）午前10時30分 
12月 6日（火）午前10時30分 

11月30日（水）午前10時 

12月 1日（木）午前10時 


